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尿尿の二硫化炭素処理による畑虫感染予防

の野外実験（2）ー刑務所に於ける場合

友松 新五

群馬大学医学部小児科学教室 （主任松村龍堆教授）

｛昭和33年 2月26日受領）

特別掲載

緒言

第 1篇で，農村に於て，尿J7Kの二硫化炭素処理によっ

て，蜘虫感染を明らかに防止し得ることを述べた。 しか

しながら，その際に，なお， 必少の感染が認められ，そ

の大きな原ltlとして，他家の畑虫卵による汚染のおそれ

ある生野菜を食べたための I01.4a~が 多いことが認められ

た。従って，展尿の二硫化炭素処理法の哀の予防効果を

隊需に知るためには，他所で食事をとる機会のない集団

を対象とする必要がある。このような対象として，私は

自らの廃尿を用いて，野菜を自給自足しているうえに，

他所で食事をとる機会のない集団として，一刑務所を選

び，昭和28年7月から，翌29年4月まで予防実験を行

い，好成績を牧め得たので，こふに報告する。

実験対象及び実験方法

(1）実験対象及び実験期間 ：実験を行った前橋刑務所

は，前橋市の南西部，利根川の東南にある。牧容所の居

住地区は，れんが壁で周囲の地域と隔絶され，西には附

属農場があり，東及南には民有農地がある。牧容者に異

動が相当あるが，牧容人員は常に約 1,000人である。実

験対象は，実験期間中引続き所内に府住し，所外で食事

したことのない者に限った。これを実験期間の長短によ

って，次の 2群に分けた。

A群 ；昭和28年7月から，昭和29年4月まで所内に

居住し， その間， 4固にわたる検偵をうけたもの， 計

146人。

B群 ；昭和28年 7月から，昭和29年 1月まで所内に

居住し，その間， 3回の検使をうけたもの，計 368人，

(A群を含む）。

SHINGO TOMOMATSU: Field work of preven-

tion of ascaris infection by mixing night soil with 

carbon disulfide. (2) Field work in a prison. (De-

partment of Pediatria雪， Schoolof Medicine, Gum-

ma University, Maebashi) 

(21実験方法 ；尿尿の二硫化炭素処理を開始すると共

に，牧容者中の畑虫卵保有者に強力に駆虫を行って，虫回

虫寄生率の｛足下をはかった。かくて，尿尿の二硫化炭素

処理を継続しつ～ 5カ月後及び8カ月後の保有者率の

増加及び陽転率を調べ，その予防効果を知らんとした。

実験方法の詳細は，大体，第 1篇と同じであるので，記

載を省略し，異る点のみ述べる。昭和28年 7月に検便

し，畑虫卵保有者について，集団駆虫を行った。駆虫ば

刑務所の都合により， 7月30日から， 8月18日にわた

って行った。

駆虫薬は， マクニンS錠（ 1錠中，局方サントニン

0.01 g，精製海人草0.06g含有），あるいは， 局方サン

トニン末を使崩した。駆l虫方法は，大量投与法により，

次の 3つの，いずれかに従った。なお，下剤はfflいなか

った。

(1）マクニンs10錠ずつを， 1日1回， 夕食2時間
後に投与し， 2日関連日jする 方法。 (2）サントニン末

0.1 gずつ， 1日2回， 朝食及び夕食2時間後に投与し

2日間連用する方法。 （3）サントニン末0.1gずつ， 1 

日1回，夕食2時間後に投与し， 3日間運用する方法。

肥溜中の阻虫卵死滅状況検査は，二硫化炭素投入前と

投入2週間後に行ったが，今回は，肥溜の下層のみなら

ず，上層についても検索した。

実験成績

(1）阻虫卵保有者率の推移及び陽転率からみた尿尿の

二硫化炭素処理法の効果

（イ） 実験前，駆虫前の自国虫卵保有者率 ：A群，すな

わち，実験8カ月後まで観察できた 146人についてみる

と，実験前，駆虫前の畑虫卵保有者率は505'bであった。

また，B群，すなわち， 実験5カ月後まで観察した368

人については，46fbで、あった。いずれも，当時の農村の

畑虫卵保有者率が70～805'6'であったのに比べると，相
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当に低かった。その原因としては，当刑務所で，従来，

駆虫が割合に頻回行われていたことが考えられる。

（ロ） 実験前，駆虫後の蜘虫卵保有者率：まず， A群

すなわち， nR和28年 7月から， 29年 4月まで観察でき

た 146人についてみると，実験前，駆虫後の姻虫卵保有

者率は4)?6であった。また， B群，すなわち， 28年7月

から 29年 1月まで観察した368人についてみると，実

験前，駆虫後の保有者率は，やはり 45'6であった。これ

らの成績は，集問駆虫成績としては，きわめて好成績で

あった。その原因として，駆虫剤を大量に投与したこと

及び，服薬が確実に行われたことが考えられる。

（ハ） 実験5カ月後の蜘虫卵保有者率及び陽転率：実

験5カ月後の畑虫卵保有者率は， A群では5%, B群で

は8;'bを示した。すなわち， 5カ月の間に， A群では4

)?6から 53'6'へと 15'6増加し， B群では4516から 8fbへと

4,96増加するに止った。また，この間の陽転率は， A群

では1.4%, B群では43'6'に止った。

（ニ） 実験8カ月後の自国虫卵保有者率及び陽転率： A

群のみについて調査できたので、あるが，実験8カ月後の

畑虫卵保有者率は，10Mで、あった。すなわち， 8カ月の

間に， 4,96'から 10Mへと， 6%増加するに止った。ま
た，この間の陽転率は5.7 )?6'に止った。

(2）肥m内の畑虫卵死滅率からみた尿尿の二硫化炭素
処理法の効果

（イ） 処理前の姻虫卵死滅率： 7月には，合計3個の

肥溜について，上層卵では， 613'6' (45～79%），下情卵

では， 87;?6 (85～91 %）であった。 8月には，合計5｛同

の肥溜について，上層卵では， 74;?6 (48～84 ;fb），下回

卵では， 90% (82～100 ;?6'）であった。 9月には，延べ8

個の肥j留について，上層卵では， 695'6 (49～90%），下

層卵では， 77% (59～97 %）であった。 10月には，延べ

11個の肥j留について，上層卵では， 483'6' (42～58 ;fb)' 

下層卵では， 68% (48～81 3'6）であった。 12月には，合

計3個の肥溜について，上層卵では， 14;?6 '.7～25 96)' 

下層卵では， 26% (22～30%）で、あった。このように，

肥沼内の処理前の蜘虫卵は，上開卵が下層卵よりも死滅

率が｛尽く，また，気温の高い季節に，死滅率が高いこと

が認められた。

（ロ） 肥溜内に於ける二硫化炭素処理後の畑虫卵死滅

率：まず，下層卵の死滅率を調べてみると， 7月には，

3個の肥溜全部が，まずこ， 8月には， 5個の肥溜の全部

が100Mの死滅率を示した。しかも，この中の 1個は9

日目に調べたので、あるが，すでに 100Mで、あった。この
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事実から推定すると，他の肥溜に於ても， 9日円には，

すでに100%で、あったと思われる。 9月には，延べ8個

の肥溜の内， 5個が1003'6, 他の 3個も， 96～995'6'の

死滅率であった。しかも，この中の 1個は，二硫化炭素

投入後10日目に調べたので、あるが，すでに993'6の死滅

率を示していた。 10月には，延べ11個の肥溜uこついて

2個が100Mの死滅率を示し，他は例外的な 11岡（805'6')

を除いて， 91～99,96の死滅率を示していた。11月には，
合計3個の肥沼について， 95% (92～97 ,96'）の死滅率で

あった。 12月には， 31問の肥j留について， 95,0b (94～95 

fb）の死滅率で、あった。

つぎに，上層卯についてみると， 7月には， 3個の肥

~Wiについて， 98 ,96' (95～100 5'6）の死滅率であった。 8守

には， 51回の肥j自について， 41間までが100,96であっ

て，他の 11同は， 9日目に調べたのに， すでに98',96で

あった。 9月には， 延べ8｛問の肥j留について， 3 fl闘が

1_00 %，他は94～97'/bで、あった。 10月には，延べ11個

の肥溜について， 83,96 (75～97 ,96)' 11月には， 3個の

肥j留について， 82,9o' (80～85 %) ' 12月には， 3個の肥

j留について， 79,96 (72～82 ,96'）であった。
(3）尿尿の二硫化炭素処理に要した費月j：前橋刑務所

で，昭和28年 7月から，昭和29年6月までの 1年間に

消費した二硫化炭素は， 約 3001で、あった。これは，時

価にして， 約 26,000円であった。前橋刑務所の牧容者

は，常時，約1,000人であるから，牧容者1人当りの費

j口は，年間，約26円に当る。

考按

第 1篇に於て，尿尿の二硫化炭素処理が，一農村の阻

虫感染予防に対して，明かに，優れた効果を示したこと

を報告した。すなわち，無処理対照地区に於ける，実験

5カ月後の自国虫卵保有者率が， 47,96'の増加を示し，まずこ，

この期間の陽転率が43,96'であったのに対して， 処理地

区の 5カ月後の畑虫卵保有者率の増加が， 15°ん ある
いは， 23,96'に止り，陽転率も 17,96'，あるいは， 31,96に

止った。このように，民尿の二硫化炭素処理法は，尿尿

を肥料としてJ1Jいている農村地方における姻虫感染予防

法として，一つの優れた方法であることがわかった。し

かしながら，なお，期待されたよりも感染が多かったの

で，実情を調べたところ，他家の，自国虫卵による汚染の

おそれある生野菜を企べなかった群で、は，阻虫卵保有者

率の増加及び陽転率は，ともに 4%という低い値に止っ

ており，これに反して，か斗る野菜を食べた群では，そ
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れぞれ， 57%, 6H6'としづ著しく高い値を示したこと

がわかった。すなわち，自家展尿の二硫化炭素処理を行

って，同時に，他家の，畑虫卵による汚染のおそれある

生野菜を食べなければ，感染は，はなはだ少いことを知

り得た。同時に，処理地区にあっても，他家の，蜘虫卵

による汚染のおそれある生野菜を食べれば，感染の増加

は，無処理地区とほとんど変らないことがわかった。

そこで，本篇では，周囲と隔絶された生活を営み，野

菜を自家尿尿で栽培して，自給自足していて，他所の野

菜を食べる機会のない集団として，一刑務所を選んで，

実験したのである。この実験区域は，北方を除いた三方

を農地で囲まれており，ま7こ，牧容者は，隣接する附属

長場で，農耕に従事するのであるから，その生活環境は

長村のそれと近似していると考えられる。しかも，この

場合は，無処理尿尿で栽培された，自国虫卵による汚染の

おそれある生野菜を食べる機会はない。従って，この実

験成漬は，尿尿を用いて野菜を自給自足している集団に

おし、て，廃尿の二硫化炭素処理が，姻虫感染に対して，

どれほどの予防効果を牧めうるかを，局長密に，正しく示

していると考えられる。次に，前記の実験成績から，尿

尿の二硫化炭素処理法の，畑虫感染に対する予防効果を

検討してみよう。

第 1表 尿尿の二硫化炭素処理の虫回虫卵保有者率

及び陽転率に及ぼす影響l昭和28年7月

～昭和29年 4月）

実験前
一 実験5 実験8
駆虫駆虫カ月後カ月後
前後

虫回虫卵保有者数

A群｝ 保有者率

146人l － 陰性者数

¥ 陽転率

（虫回虫卵保有者数

B群） 保有者率
368人｜ 陰性者数

l 陽転率

73人 6人 8人 14人

505'0 4,90' 55'0' 105'6' 

73人 140人 138人 132人

1.45'G 5. 75'6' 

168人 14人 28人

465'0' 4% 85'0' 
200人 354人 340人

4.0% 

まず， 蜘虫卵保有者率の推移及び陽転率から観察す

る。 28年 9月から， 29年 1月まで観察したB群につい

てみると（第1表），野菜による感染の最も多いと考えら

れている，この 5カ月間に，蜘虫卵保有者率の増加は4

5'0'に止り，また，この期間の陽転率は， 1.4 %の僅少に

止った。実験農村の第1年度の対照地区における， 10月

から， 3月までの 5カ月間の，蜘虫卵保有者率の増加が

( 92 ) 
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47 %であり，また，陽転率が43,96'であったのに比べて，

保有者率の増加及び陽転率が著しく少いことがわかる。

また，このB群の姻虫卵保有者率の増加及び陽転率は，

ともに4%であって，実験農村の処理地区の住民で，他

家の，自国虫卵で汚染されているおそれのある生野菜を，

一度も食べなかった群の，ほど同期間の，保有者率の増

加及び陽転率に等しかった。まずこ，保々（1955）の報告に

よると， 京都刑務所に於て， 昭和27年5月から， 1年

間にわたって観察し得た47人のうち， 16人が感染した

という。すなわち， ほど 1年間の陽転率は 34,90'であっ

た。この成績に比べても，前記の前橋刑務所に於ける感

染は著しく少なかった。このことは，廃尿の二硫化炭素

処理を行い，実験区域外で栽培され，虫回虫卵による汚染

のおそれある生野菜を食べなければ，感染は，はなはだ

少いことを示していると思われる。

つぎに，二硫化炭素処理後の，肥溜中の蜘虫卵死滅率

から，予防効果を観察する。各肥沼について，投入前と

投入2週間後とに，上層及び下層から尿尿を採取して，

その中の畑虫卵死滅率を調べた。まず，下層卵について

みると，処理後の死滅率は， 91～100%であって，実験

農村と同じく，尿尿の二硫化炭素処理により，肥溜中の

自国虫卵死滅率が，著しく高まることがわかる。この際，

二硫化炭素の蜘虫卵殺減作用は，第1篇と同じく，夏に

強く，冬に弱い傾向を示すことが認められた。すなわち

夏では， 9月10日及び14日の成績によると， 3個の肥

溜の全部が100,96'の死滅率を示した。その他も，気温の

高い季節には， 96～100 ,90'と高い値を示していた。また

冬には， 12月17日の成績によると， 3個のうち2個が

95 JGで，他の 1個が94%で、あった。すなわち，死滅率

はかなりに高かったが，気温の高い季節に比べて，や斗

低い傾向が認められた。

つぎに，上層卵についてみると，処理後の死滅率は，

かなりに高く， 72～100%であって， 完全に死滅してい

る場合もあったが，死滅の不充分な場合も見られた。こ

れは，下層卵の場合に比べて，二硫化炭素の殺卵作用が

及び難く，その季節差が著明に現われたためと考えられ

る。すなわち，夏には， 9月10日及び 14日の成績によ

ると， 3個の肥溜のうち， 21阿が100Mであって，他の

1個も 94%の死滅率を示したのに，冬には， 12月17日

の成績によると， 3個のうち， 2個が82%，他の 1個

が72%の死滅率であった。

以上述べた二つの事実，すなわち，尿尿の二硫化炭素
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第 2表 二硫化炭素処理による肥溜内の姻虫卵死滅率の推移

肥 溜 番 マロデ

投入月日
1 2 3 4 5 6 7 8 

45 95 58 98 79 100 
7.30 ーー一一一ー＋一一一一一 一一一一一一＋一一一一ー ー一一一ーー‘ ーーャ一一ーーーー

91 100 85 100 85 100 

8.18 
84 100 48 100 
100 100 85 100 

26 78 98 80 一＋ーー19ー0ー90ーー 82 100 
一”8一8ーー『’F’p100 －ー9一一6ー一 9 一8一2ー一ーーートー一1一0一一0一
(9日）

80 95 
9.2 ー一一一一＝＋一一一一一

86 100 

7 
78 95 
一8一8一一沙一9一8－ 

10 
58 100 
ーー6ーー0一ーー＋ー10ー一0一『

63 94 70 100 
14 ーー一ーーー＋一一ーーー ー一一一一ー－＋－ーーーー

74 100 74 100 

19 
63 100 
一7一4一一＋一9一9一ー

90 97 
ーー97ーーャ 100 

(10日）

30 
49 94 
59 96 

10. 1 
45→_<E_ 42ー？‘一7一5ー一 一4一9一一ー＋一7一9ー一 一4ー一6一ー一＋一8一0ーー
48 100 72 80 73 94 75 95 

2 
48 78 
ーー6ーー6一一一→・ーー9ーー1ー－

3 

14 
58 82 54 80 
ーーー一一ー＋ーーーー 一一ー一ーーー歩ー一一一ー司
72 99 70 94 

16 49→三三
54 98 

27 
46 84 46 82 45 88 
ーー6ーー2ーーーーー炉ーー9一一5一－ ーーーーーー一争ー一一←一一 ー一一一ー＋ーーー一一

81 97 70 95 

11. 4 

12 
30→82 22 80 25 85 
』一5一一6一一 ー一9ーー2一ー ーー52一一歩ーー9一一5ー一 ーー2ーー8一一ーーター9一一7一一

12.17 
25 82 7 82 12 72 
ーーーーーーーーャー一一ー一一 一一ーーーーー→’一一ーーーー ーー一一ー.－ー炉ー一一ーーー
58 95 30 95 62 94 

記載例：

処理前 処理2週間後

上層卵死滅率 上層卵死滅率
下層卵死滅率 下層卵死滅率

処理法により，実験期間中の，蜘虫卵保有者率の増加及 期間中の感染が認められた。その原因については，実験

さ蜘虫卵陽転率を，きわめて，わず、かに止め得た点，及 以前に農場に撒かれた廃尿中の生卵による感染，無処理

び，肥溜中の蜘虫卵死滅率を著しく高めた点からみて， 地区からの風墜による感染，処理尿尿中の，はなはだ少

本法が，蜘虫感染予防の一つの優れた方法であることが 数ながらも，生存していた卵による感染などが考えられ

わかる。 ょう。

さて，展尿の二硫化炭素処理により，姻虫感染を明ら 以上のように，尿尿の二硫化炭素処理法は，帝国い点で

かに抑え得たので、あるが，なお，少数ではあるが，実験 は，なお，改良の余地はあろうが，自家展尿を肥料に問

( 93 ) 
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いて，野菜を自給自足している集団，あるいは，農村で

は，自国虫感染予防の一つの優れた方法であることがわか

る。

線括及び結論

1) 尿尿の二硫化炭素処理法の予防効果を，厳密に知

るために，自らの毘尿を肥料にmし、て，野菜を自給自足
しているうえに，他所で食事する機会のない，隔絶され

た生活を営む集団として，一刑務所を選び，昭和28年7

月から 29年4月まで， 廃尿の二硫化炭素処理による，

姐虫感染予防の野外実験を行った。

2) 町和28年8月から， 29年 1月に至る実験期間中

引続いて在所していた 368人について，自国虫感染の状況

を調べた。実験5カ月後の阻虫卵保有者率の増加及び畑

虫卵陽転率は，し、ずれも 4,96に止った。この数字は，第

1篇に述べた実験農村の，処理地区の住民のうち，他家

の，虫回虫卵による汚染のおそれある生野菜を，一度も食

べなかった群の，ほど同期間の，畑虫卵保有者率の増加

及び阻虫卵陽転率と等しかった。また，他の刑務所にお

ける，畑虫感染成績に比べても，著しくほかった。この

成績は，廃尿の二硫化炭素処理が，蜘虫感染に対して，

優れた予防効果を有していることを示している。

3) 二硫化炭素を，尿尿の 0.05,96の割合に投入して，

2 週間後における， 肥溜中の蜘虫~＼~の死滅率をみるに，

第 1篇の実験農村に於ける成績と同じく， かなりに高

く，下層卵について，大部分では，91～100%の値を示

した。この値は，気温の高い季節に高く，気温の低い季

節に低い傾向を示した。なお，上層卵の死滅率は，下層

卵のそれよりほし季節による影料も著しかった。

4) 以上の成績から，尿尿の二硫化炭素処理法は，自

らの尿尿を肥料に用いて，野菜を自給自足している集団

の，虫回虫感染予防の，一つの優れた方法で、あるこ とがわ

カミる。

終 りに臨み，松村教授の御指導を、深謝する。また，実

験に協力された，前橋刑務所医務課長浅川守胤氏及び，

実験の機会を与えられた，法務省矯正局医療分類課長大

津正雄氏，東京矯正管区第三部長吉野明氏，前橋刑務所

長，富下淳吉氏に感謝する。なお，二硫化炭素を寄贈さ

れた，日本曹達株式会社に謝意を表する。

本論文の一部は，第 23回日本寄生虫学会総会（昭和29

年4月），第 57回日本小児科学会総会（昭和29年 5月），

第 10回日本公衆衛生学会総会（昭和30年 4月）に発表し

7ζ。
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Summary 

A succesful field work of ascaris prevention in 

rural districts, which was carried out by mixing 

night s__oil with carbon disulfide, was stated in 

Report 1. 
Incidentally we found there a few investigated 

inhabitants who ate vegetables manured with non-

treated night soil to be infected with ascaris. 

Upon this another field work was attempted in a 

Japanese prison, where prisoners eat only vege-

tables manured with their own excrets, and have 

no chance to eat elsewhere. The results were as 

follows : only 14 of 534 ascaris egg free persons 

were infected during 5 months. 

Thus the methode was again proved as one of 

the most usefull ones to prevent ascaris infection. 




